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関する効力感を測定していると推定し，「指導遂
行教師効力感」とした。また，これらの尺度のα
係数は，「指導困難対応教師効力感」.83，「指導
遂行教師効力感」.79であった。知的障害児対応
教師効力感尺度における「指導困難対応教師効力
感」に高い因子負荷量を示した５項目，「指導遂
行教師効力感」では４項目の平均値をそれぞれ指
導困難対応教師効力感得点，指導遂行教師効力
感得点とした。２．知的障害児教師効力感の学年
差　指導困難対応教師効力感得点では，４年生が
１年生よりも有意に得点が高かった（F (1, 99)＝
13.80, p＜.01）。一方，指導遂行教師効力感得点
では，学年の間に有意差はみられなかった（F (1, 
99)＝1.24, n.s.）。

考　　　察
本研究の結果から，４年生は１年生よりも，知

的障害児の指導がより困難な状況において，対応
できるという効力感を高めている可能性が示され
た。４年生は，大学の講義や教育実習，ボランティ
アを通して，実践的知識やスキルを習得してきた
ことが影響したと考えられる。他方，知的障害児
に対して適切な指導を行うことができるという効
力感に学年差がないことは，４年生が学習経験を
通し，教師としての自己理解を深め，客観的に自
分の実践的知識やスキルを捉えることができたか
らだと推察する。今後，実際の知識やスキル，性
格面の相違の影響について検討を加える予定であ
る。
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大学生の知的障害のある児童生徒に対する教師効力感の検討
　

渡邉雅俊（國學院大學）

は じ め に
教員養成課程では，特別支援教育の専門性を高

めることが課題となっている。その一つとして，
知的障害のある児童生徒に対する教師効力感（知
的障害児対応教師効力感）を促すことが重要だと
考えられる。本研究では，特別支援教育を専攻す
る大学生１年生と４年生を比較し，在学中に知的
障害児対応教師効力感をどのように高めるのかに
ついて検討を行う。

方　　　法
１．対象者　国立大学法人Ａ大学の教員養成課

程で特別支援教育を専攻する大学生101名であっ
た。内訳は，１年生58名（男性11名，女性47名），
４年生43名（男性７名，女性36名）であった。２．
調査内容　知的障害児対応教師効力感の調査に用
いた尺度は「知的障害のある児童生徒の成績が良
くなったとき，それは，自分の教え方が功を奏し
たからだ」「自分が一生懸命やれば，非常に難し
い，あるいはやる気のない知的障害のある児童
生徒でも指導できる」などの９項目から構成され
た。質問紙には，尺度の他に「あなたが教師とし
て就職したとして，最初の１，２年間の自分を予
想して，あなたの考え方にあてはまるかどうか判
断してください」といった教示文が記された。こ
れを調査者が口頭で読み上げ，十分に理解できた
か確認をした後に評定を求めた。評定は「非常に
あてはまる」から「まったくあてはまらない」の
７段階で行い，「非常にあてはまる」の回答から
順に７～１点で得点化された。

結　　　果
１．知的障害児対応教師効力感尺度の分析　因

子分析（最尤法，プロマックス回転）を実施し
た結果，Table 1に示すような２因子構造が見出
された（累積寄与率51.1％）。第１因子は寄与率
28.08％（固有値2.61）であり，「授業中に，知的
障害のある児童生徒が騒いだり，授業の妨害をし
たりしたとき，自分は素早く効果的に対応でき
る」「学習課題が知的障害のある児童生徒にとっ
て難しいと思われたとき，常に自分は彼らのレベ
ルに合った課題に切り替えている」などの項目に
高い因子負荷量を示している。これらは指導が難
しい状況において，適切に対応できるかに関する
効力感を測定していると考えられたので，「指導
困難対応教師効力感」とした。第２因子の寄与率
は23.02％（固有値2.07）で「知的障害のある児童
生徒の成績が良くなったとき，それは，自分の教
え方が功を奏したからだ」「知的障害のある児童
生徒が普段よりもいい点数を取ったとき，それは
自分がその概念を教えるのに必要な手立てを施し
たからだ」などの項目が因子負荷量が高かった。
これらの項目は，適切な指導をやり遂げることに


